
児童が一
人一台端
末を日常
的に活用
する場面
を意図的
に設定す
ることで、
端末を活
用するた
めに必要
な基礎的
な知識や
技能を身
に 付 け 、
端末の文
具化を目
指す。

ねらい

成 果

課 題

本取組を通して吉川市が子供たちにつけたい力

一人一台端末の文具化を推
進するためには、まず児童・
生徒が日常的に端末を扱い、
端末を活用するための基礎
的な知識や技能が必要とな
ってくる。旭小では、宿題とし
て「AIドリル」を日常的に扱う
ことで、端末の持ち帰りの常
態化と端末活用に必要な基
礎的な知識や技能が身に付
いた。

今後は、自分で学びを進め
ることが課題となる。そのた
めには、現在の「AIドリル」の
みならず、端末を活用した自
主学習の推進等、自ら端末
を活用する習慣を身に付け
る必要がある。
「必要な場面」で「効果的に
活用」することができるよう、
校内研修等を通して、児童
への指導方法を研究していく
必要がある。

様式B-5

吉川市立旭小学校（埼玉県）リーディングDXスクール事【実践事例修正】

【取組内容③】 端末持ち帰りの習慣化と情報活用能力に関わる技能の育成

AIドリル
✕

タイピングソフト

タブレットの文
具化につなげる
ための端末の持
ち帰り


